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김삼웅 지음『민주주의자 김근태 평전』 현암사 , 2012 년

1.

「……アメリカ人はなぜウォール街占領を叫んでいるか。そして、なぜ世界中のところところでウォー

ル街占領に共感しているのだろうか。……何より 1%に向けた 99%の怒りのためである。……われ

われはアメリカよりはましだ。アメリカよりは金融が政治に比べて強くないわが国で、あえて証券

街が多い東汝矣島を占領する必要はない。国会のある西汝矣島と青瓦臺のある鐘路を占領するだけ

で十分である。幸いに来年の 2012 年には二回の機会がある。最善を尽くして参加しよう。ただ参

加する人たちだけが権力を作り、またそのようにして作られた権力が世の中の方向を決定するので

ある。」

（金槿泰の考え /「2012 年を占領せよ」から URL：http://gtcamp.tistory.com/）

以上は自分の一生を民主化に捧げた金槿泰が、2011 年 12 月 30 日に息を引き取る直前、自分のブロ

グに遺言のように残した「2012 年を占領せよ」という文章の一部である。しかし、2012 年が終わって

も韓国の民主進歩陣営は金槿泰が残した遺言を結局果たすことができなかった。2012 年の二回の機会、

つまり 4月の国会議員総選挙と 12月の大統領選挙で連敗したためである。 そして、国会と政府の権力

は再度、韓国の既得権を代表するセヌリ党とその候補である朴槿惠へ移った。

多くの人たちの期待と熱望にもかかわらず、総選挙と大統領選挙の連敗という厳然たる現実に直面し、

これまで韓国の民主化がいかに苦労して勝ち取られたものなのかをもう一度振り返ってみることは、大

統領選挙の勝利に期待をかけた人々にとって少しは慰めになるかも知れない。それは、過去の経験が民

主主義に向かうたった一歩の進展さえ、それほど容易ではないという事実を改めて思い起こさせてくれ

るためである。このような点で『民主主義者・金槿泰評伝』は、金槿泰だけを主に取り上げているとし

ても、韓国の民主主義がいかに苦労して勝ち取られたものなのか、民主化運動に身を捧げた人たちのど

れほど大きな犠牲と献身によって成し遂げられたものなのかをよく反映している。

2. 

本書を基にして金槿泰の一生を少し振り返ってみると、まず金槿泰が民主化運動の代表的な人物とし

て表舞台に登場したのは、1983 年に結成された民主化運動青年連合（以下、「民青連」と略す）の議長

を引き受けるようになってからである。しかし、彼はすでにその時点で既に 18年間もの民主化運動の
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経歴を持っていた。1965 年にソウル大学商学部に入学した直後から民主化運動に身を投じ、デモの主

動者として軍に強制徴集されたり指名手配者とされ逃げまわったりしていた。一方、労働運動に取り組

むなど、運動家として引き続き活動していた。全斗煥政権の暴圧的統治下で彼が民青連の代表を任され

たことは、まさしくこのように並外れて厳しい経験のためである。 

金槿泰が議長となって以降、民青連の活動は 1980 年代の民主化運動が拡散する起爆剤になった。民

青連の活動を皮切りにして民主化運動が爆発的に噴出し、後についに権威主義体制の民主化を可能にし

た1987年6月の民主大抗争へとつながっていった。しかし、民主大抗争に至る過程は平坦ではなかった。

民主大抗争は、金槿泰拷問事件や朴鍾哲拷問致死事件など、民主化運動に身を投じた大勢の献身と犠牲

を土台に成し遂げられたのである。特に、金槿泰に対する拷問とその事実の暴露は、以降の全斗煥政権

の正当性を大きく弱化させた。

これと関連して金槿泰は、1985 年 9月に南営洞の治安本部の対共分室で約 10回にわたって過酷な水

拷問と電気拷問を受けた。彼が残した次のような記録は、独裁政権を維持するため全斗煥政権の拷問が

いかに過酷だったのか、またその拷問によって人間はどのように破滅されていくのかを生々しく見せて

くれる。 

電気拷問、それは血管を捻じ曲げ、神経をぴんと引っ張り、ついには体の節々をぶち切ってしまう

ような感じでした。頭が割れるような痛みを走り、襲い掛かってくる恐怖とは、死の影が鷲のよう

に飛んできて体の中に入りこむように痛みました。体中が痺れて……（p116）

この事件で金槿泰は 5年の懲役刑に処され、以降、1988 年 6月に釈放されるまで 2年 10 ヶ月間の

収監生活を強いられた。 

釈放後、金槿泰は 1987 年の大統領選挙をめぐって分裂した在野の民主化運動勢力を再び結集させよ

うとした。そうして 1989 年 1月、在野の民主化運動の統一戦線運動体である全国民族民主運動聯合（以

下、「全民聯」と略す）が結成され、金槿泰は企画室長として全民聯を導いた。しかし、民主化されたと

はいえ、時代状況は再び彼に苦難を強いた。3党合党によって登場した民主自由党反対デモおよび全民

聯の結成と関連して 1990 年 5月に再度拘束された彼は、1992 年 8月まで 2年 3ヶ月間の獄中生活を

余儀なくされた。

3. 

彼が獄中に収監されていた頃、在野の民主勢力の政治勢力化問題が本格的に議論され始めた。民主化

と相まって政党政治の影響力が急速に強まっていく中、在野勢力の制度政治への進出が避けられなくなっ

たためである。このような状況で、金槿泰は出所以降、在野勢力独自の政治勢力化に反対する一方、在

野勢力と制度圏の野党が連合する民主大連合論を主張した。そうしなければ独裁政権の継承者たる保守

勢力の再執権を止めることができないと判断したのである。しかし、このような努力にもかかわらず、

民主自由党は 1992 年 12 月の大統領選挙で金泳三政権誕生に成功してしまう。 

1995 年 2月、金槿泰は民主党の副総裁として政界入りし、9月には金大中の新政治国民会議に参加
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した。 そして 1996 年 4月、国会議員総選挙でソウル市道峰甲区の国会議員として当選される。これは

民主化運動に取り組んで 31年目となる 49歳のことであった。最後の在野人士としてありとあらゆる苦

難を乗り越えて在野の民主化運動を導いてきた彼が、ついに政治家として新しい人生を歩み始めたので

ある。以降 15年にかけて金槿泰は政治家として活動し、民主党の浮沈と共にあった。

では、政治家としての金槿泰の人生は成功したのだろうか。おそらく違うといえよう。まず、彼は

2000 年と 2004 年に 2回連続当選した。しかし 2002 年の大統領選挙を控えて行われた民主党の競選

を途中であきらめた。誰よりも優れた民主化運動の経歴を持っていたが、大衆の支持の低さが足かせと

なったためである。また金槿泰は、2002 年の盧武鉉大統領の参与政府下で「開かれたウリ党」の院内

代表と福祉部長官を歴任した。しかし 2007 年の大統領選挙では、民主党の競選さえ出馬できなかった。

それだけではなく、彼は李明博政権下で行われた 2008 年 4月の国会議員総選挙でハンナラ党のニュー

ライトの候補であった申志鍋に屈辱的な敗退を喫した。

4.

ある意味では、制度政治圏における彼の活動が人々の期待に沿えなかったのは、民主化運動の環境と

制度政治圏の環境が違いすぎたためかも知れない。限りない献身を求める民主化運動に、彼は私益を捨

て自分のすべてを捧げた。しかし、先に私益を取って大衆の関心を引かなければならない制度政治圏の

環境は、生に対する彼の真摯な態度とは相いれないものだったかも知れない。

結局、彼の政治履歴は、おそらく拷問による後遺症であったはずの病魔に襲われ、急に終わってしまっ

た。そして 2011 年末、忽然と世を去った。それだけでなく、彼の残した「2012 年を占領せよ」とい

う課題も現在実現されないまま、未来の課題へと残された。今年の韓国の冬はいつもの冬と違って格別

に寒い。その寒さのように、大統領選挙で敗退した韓国の民主進歩陣営は民主主義の新しい春を長らく

待たなければならないかも知れない。このような状況で、『民主主義者・金槿泰評伝』を通して金槿泰の

生き様を改めて振り返ってみることは、われわれが自らを励ます意味を持っているのではないかと思う。

1. 

日本による植民地支配から解放されて今日に至るまで、韓国社会を導いてきた主役というと、国家と

財閥、そして民主化・社会運動勢力ではないだろうか。もちろん、前者の国家と財閥が支配連合を構築

して韓国社会を導いたのなら、後者の民主化・社会運動勢力は前者に対する批判と抵抗を通じて韓国社

会をより民主化させようとした。そしてこの両者の対立と葛藤の中で、韓国社会は産業化、民主化、グロー
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 著
『韓国の財閥と発展国家』（ハンウル、2012 年）
김윤태 저『한국의 재벌과 발전국가』한울 , 2012 월
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バル化を経験しながら今日の現実に至っている。では前者、すなわち韓国の支配連合はいかにして形成、

展開し、また変化してきたのだろうか。  

韓国の支配連合の活動と役割はとてもダイナミックであった。国家と財閥が中心となって構築した支

配連合は経済発展を主導し、その結果、短期間で圧縮的な経済成長を成し遂げることができた。短期間

で圧縮的な経済成長を成し遂げた韓国のこのような経験は、自主発展国家（developmental state）論の

枠組みで分析・研究されてきた。社会からの自律性を持った国家がその下位政策の遂行者である財閥と

連合し、圧縮的な経済成長を成し遂げることができたということである。 

これと関連し、発展国家論の枠組みで韓国の支配連合を分析した研究は少なくはない。しかし、植民

地期まで遡った起源から現在に至るまで、その形成と展開、そして変化を総合的かつ体系的に分析した

研究、特に国内の研究はさほど多くない。このような点で、本書は発展国家の枠組みとして韓国の支配

連合の形成と展開、そしてその変化過程を総合的かつ体系的に分析した貴重な研究成果であるといえる。

しかし、本書の特徴はこれに留まらない。発展国家論の枠組みに頼りつつも「国家自律性」ではなく「国

家能力」を通して発展国家論を展開している。これは、「韓国は強い国であるがために成功したわけでは

なく、企業と協力するという国家能力によって成功した」という著者の主張に言い換えることができる。

本書のもう一つの特徴は、財閥分析に相当な努力を注いでいる点である。このような点において本書は、

韓国の財閥に関する本格的な研究書とも言える。そのため、『韓国の財閥と発展国家』という本書のタイ

トルに、発展国家より財閥という言葉が先に書かれているのであろう。 

2. 

著者は本書を通じて具体的に私たちに何を示しているのだろうか。第一に、韓国の発展国家の登場と

役割に関することで、その要点は次のとおりである。まず、韓国の発展国家は、国家権力とコーポラティ

ズム（corporatism）の性格を持つ社会組織の結合を通じて、植民地期に初めて出現した。その後、李承

晩政権と朴正煕政権を経て発展し続けていった。しかし、韓国の発展国家が経済発展の成果を果たした

のは、朴正煕政権期に財閥を先立てた国家の重商主義的あるいは後援者的産業化政策を推し進めたから

であった。またその成果は、朴正煕政権の軍事主義的スタイルとリーダーシップに負ったのである。し

たがって、国家と財閥の発展連合は主な経済団体を含むコーポラティズム的な社会組織の土台の上で再

組織することができた。

第二に、本書は財閥の登場とその成長過程を分析している。それによると、1950 年代後半に本格的

に登場した財閥は、以降 1960 年代から 1970 年代の国家主導の産業化過程を通じて巨大な複合大企業

へと発展した。また、1980 年代の経済自由化措置が行われる間にも財閥への経済力集中はさらに強化

された。このような過程の中で財閥の所有と統制構造も変化を余儀なくされるが、「家族多数統制」から

「家族あるいは親族少数統制」への変化がまさにそれである。

第三に、韓国経済が 1980 年代以降、重商主義的体制から市場志向的体制に変わっていく中で発展国

家は弱化した。具体的にいうと、その弱化は新自由主義の経済官僚による国家機構内部への挑戦、民主

化による民衆部門の下からの挑戦、そして国家に対する財閥の直接的な挑戦によってもたされた。その

反面、発展国家の弱化と相まって、財閥は経済の領域のみならず、政治や社会文化の領域に対する影響
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力をもさらに強化させた。その結果、財閥は支配連合の統合的構成要素となり、そのため、国家から財

閥への権力が移動した。 

第四に、グローバル化の進展する中で起こった 1997 年の通貨危機の衝撃は、韓国の発展国家を最終

的に終息させ、「市場指向的国家」へ変貌させた。そして、これによって発展国家と財閥の間に長い間形

成していた位階的かつ支配的関係は次第に新しい形態の共生的で協調的関係へ変化した。一方、通貨危

機のときに登場した金大中政府とそれを継いだ盧武鉉政府の路線は、自由企業と福祉制度を結合させよ

うとした西欧の第 3の道に類似している点がなくはないが、社会不平等の増大をまともに防ぐことがで

きなかった点からみると、市場親和的な第三の道に類似していると、本書は評価している。 

3. 

2012 年の大統領選挙を経験し、韓国の人々は、過去とは違って財閥改革をはじめとし、経済民主化

と福祉増大を強く求めている。それ故、保守政党のセヌリ党さえ、ある程度これに応じなければならな

い状況に置かれている。このような点から見れば、2012 年の大統領選挙は、成長一辺倒の社会から分

配の重要性がさらに大きくなる新しい社会へと移動する転換の契機としての意味を持つかも知れない。

言い換えれば、2012 年の大統領選挙を通じて浮き彫りになった民心は、それまでの発展主義的支配連

合の弱化と解体、または変化を次第に強く要求しているものである。

それでは、時代の転換が求められるこのような状況において、本書が示唆する未来の代案は何か。本

書は、これに関連する 21世紀の新しい発展モデルとして、伝統的発展国家と新自由主義を越えた「新

しい民主的発展国家」モデルを提示している。そして、このような民主的発展国家モデルは、より民主的、

参与的、エコ志向的な発展模型であるべきであると主張する。しかしこのような主張は原論にとどまっ

ており、まだ具体像をはっきり示しているわけではい。 

もしかすると、その代案の模索は彼の研究を越え、今日を生きるわれわれの共通課題かもしれない。

明らかなことは、過去の支配連合が主導した発展モデルは、内外の条件が変わりつつある中でもはや寿

命が尽きようとしていているということである。とにかく本書はこれまで韓国の発展主義的支配連合が

どのように韓国社会を導いてきたのか、またその問題点は何かを、具体的に示している。

1. 

本書の内容紹介の前に著者の崔章集について紹介しておこう。崔章集は韓国の著名な政治学者である。

彼は鋭い理論的基盤に基づいて韓国社会と政治の現実について深く分析してきた。そのような分析は韓

崔
チェ

章
ジャン

集
ジプ

 著
『労働なき民主主義の人間的傷』（ポリテイア、2012 年）
최장집　지음『노동 없는 민주주의의 인간적 상처들』폴리테이아 , 2012 년
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国社会と政治の問題点を浮き彫りにし、その問題点を乗り越えるための方向と目標の設定に対して多く

の示唆を与えてくれた。韓国社会と政治に対する彼のこのような役割は『民主化以後の民主主義』〔訳注：

日本では『民主化以後の韓国民主主義―起源と危機』として岩波書店から 2012 年に刊行〕をはじめと

する多数の著作を通じて果たされた。

そのような点からみると、170 ページの小冊子の形で発行された本書は、著者の崔章集の問題意識を

よく表していながらも過去とは違う形をとった本だといえる。まず本書は、平素、韓国の労働なき民主

主義の問題点を絶えず指摘してきた著者の問題意識を改めて提起している。 しかし、本書における問題

提起は理論的な分析というより労働者をはじめとする、社会から周辺化された人々の具体的な経験を通

して行われている。すでに教職から退いたご高齢にもかかわらず、自ら現場を訪れて見聞きした労働者

たちの具体的な経験を通じて、労働なき民主主義によって人々が受けた痛手を描いている点が、かつて

は異なる、まさに本書の特徴である。

2. 

本書の内容は大きく二つの構成から成っている。「生の現場から見る韓国の民主主義」というタイトル

の第 1部は、タイトル通り具体的な生の現場から労働者など周辺化された人々の生々しい経験を通じて

韓国の民主主義が持つ問題点、特に社会経済のレベルにおいて韓国の民主主義が抱えている問題点を如

実に伝えている。日雇い労働者や現代自動車の正規労働者と非正規労働者、長位洞の縫製工場、全州市

徳津の自活センター、孔徳洞の在来市場、農民運動活動家、青年ユニオン、若者たち、移住労働者、信

用不良者などが分析対象であり、筆者は直接訪ねている。 

「労働ある民主主義のために」というタイトルの第 2部は、第 1部で取り上げた各現場から浮き彫り

になった問題点について、著者なりの代案と方向を提示している。これに関して次の言及は、生の現場

に基盤を置かない韓国政治の問題点、特に進歩勢力の問題点が何かをはっきりと示している。 

　  　この間、野党と進歩勢力は激しい言説を駆使して執権勢力と保守勢力を攻撃し、独裁に回帰しよ

うとしていると言って人々を煽り立てる態度を一貫させた。このような態度は、相手に対する嫌悪

の感情の強さこそが本当の進歩かどうかを判断する基準のように思わせる。しかし私は、そのよう

な攻撃で時間を無駄にする余裕はないと思う。重要なのは、現政府に代わって執権するようになっ

た際、何をすべきかに関心を集中させ、それに合わせて組織的能力を最大化することである。それ

らを通じて市民から能力を認められ信頼を得ることこそが、社会の公益にも寄与するのみならず選

挙戦略としてもより効果的であろう（p147）。

〔日本語訳　申東洙〕


